
２　補修の概要
　審査タンクの補修状況について、タンクの部位別に補修内容の状況を整理したものを表2-1及び図2-1-1～図2-3-2に示

します。
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令和６年度ＫＨＫ審査タンクの補修概要

はじめに
　危険物保安技術協会では、消防機関から特定屋外貯蔵タンク（以下「タンク」という。）の定期保安検査、臨時保安検査及

び変更に係る完成検査前検査（溶接部検査）に関する審査の委託を受け、当該検査の現地審査を実施しています。現地審査

の際には、自主検査記録のほか、事業所で行われた補修工事の概要、施工管理記録等について確認を行っています。

　本稿では、当協会が令和６年度中に実施した現地審査の際に得られたデータをもとに、タンク補修工事の概要をとりまと

めましたので紹介いたします。とりまとめに際し、定期保安検査と完成検査前検査の両方を実施したタンクについては、それ

ぞれ１基と計上しています。また、溶接工事を伴わない軽微な補修（グラインダー処理のみの場合等）の内容については、

データ集計が困難であることから、除外しています。

１　審査タンクの概要
　令和６年度は、表1-1に示すとおり、443基のタンクについて現地審査を実施しました。令和５年度の442基と比較する

と1基の増加となっています。

　審査種別ごとにみると、完成検査前検査の審査基数は21基の増加、保安検査の審査基数は20基の減少となっていま

す。なお、臨時保安検査はありませんでした。

　容量別にみると、１万キロリットル未満のタンクが191基、消防法で保安検査が義務付けられている１万キロリットル以

上のタンクは252基となりました。

タンク審査部

表1-1　審査タンク数の内訳 単位（基）
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の際には、自主検査記録のほか、事業所で行われた補修工事の概要、施工管理記録等について確認を行っています。

　本稿では、当協会が令和６年度中に実施した現地審査の際に得られたデータをもとに、タンク補修工事の概要をとりまと
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ぞれ１基と計上しています。また、溶接工事を伴わない軽微な補修（グラインダー処理のみの場合等）の内容については、

データ集計が困難であることから、除外しています。

１　審査タンクの概要
　令和６年度は、表1-1に示すとおり、443基のタンクについて現地審査を実施しました。令和５年度の442基と比較する

と1基の増加となっています。

　審査種別ごとにみると、完成検査前検査の審査基数は21基の増加、保安検査の審査基数は20基の減少となっていま

す。なお、臨時保安検査はありませんでした。

　容量別にみると、１万キロリットル未満のタンクが191基、消防法で保安検査が義務付けられている１万キロリットル以

上のタンクは252基となりました。

表2-1　各部位毎の補修基数　　

図2-1-1　底部補修概要（旧法タンク） 図-2-1-2　底部補修概要（新法タンク）

図2-2-1　側板最下段補修概要（旧法タンク） 図-2-2-2　側板最下段補修概要（新法タンク）
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　以下、補修内容ごとにその要因の詳細について整理した結果を示します。

⑴　底部の取替及び当板補修

　アニュラ板及び底板の取替及び当板補修を実施したタンク数（新法タンクと旧法タンクの合計数）について、補修に

至った要因別に整理した結果を表2-2及び表2-3に示します。

　補修要因「その他」には、経年劣化に伴う計画補修、底部板厚を厚くするための取替補修、底引きドレンを解消するた

めの補修、近傍溶接線割れの原因調査のためのサンプリング等が含まれます。

表2-2　アニュラ板の取替及び当板補修の要因

表2-3　底板の取替及び当板補修の要因

図2-3-1　側板上部補修概要（旧法タンク） 図-2-3-2　側板上部補修概要（新法タンク）

単位（基）

単位（基）
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⑵　底部の溶接線補修

　底部の溶接線補修を実施したタンク数（新法タンクと旧法タンクの合計数）について、補修に至った要因別に整理し

た結果を表2-4に示します。

⑶　側部の取替及び当板補修

　側板最下段及び上部の取替及び当板補修を実施したタンク数（新法タンクと旧法タンクの合計数）について、補修に

至った要因別に整理した結果を表2-5及び表2-6に示します。

　補修要因「その他」には、側板最下段においては経年劣化に伴う計画補修、ノズル撤去に伴うはめ板補修等が含まれ、

側板上部においては経年劣化に伴う計画補修、シェルベント撤去に伴うはめ板補修等が含まれます。　

表2-4　底部の溶接線補修の要因

表2-5　側部最下段の取替及び当板補修の要因

単位（基）

単位（基）
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⑸　側板上部の点検実施と補修状況

　側板上部の点検実施と補修状況について、補修方法別に整理した結果を表2-8及び図2-4-1、図2-4-2に示します。

３　審査結果
　令和６年度に実施した443基の現地審査においては、不適合事例が2基に確認されました。不適合事例の内容について

表3-1に示すとともに、過去15年における審査タンクの基数と不適合基数の推移について、図3-1に示します。

⑷　側部の溶接線補修

　側部の溶接線補修を実施したタンク数（新法タンクと旧法タンクの合計数）について、補修に至った要因別に整理し

た結果を表2-7に示します。

表2-6　側部上部の取替及び当板補修の要因

表2-7　側部の溶接線補修の要因

単位（基）

単位（基）
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表3-1に示すとともに、過去15年における審査タンクの基数と不適合基数の推移について、図3-1に示します。

⑷　側部の溶接線補修

　側部の溶接線補修を実施したタンク数（新法タンクと旧法タンクの合計数）について、補修に至った要因別に整理し

た結果を表2-7に示します。

表2-8　側板上部の点検実施と補修状況

表3-1　現地審査における不適合事例（令和６年度）

図2-4-1　側板上部点検状況（保温あり） 図2-4-2　側板上部点検状況（保温なし）

単位（基）
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　また、不適合事例とは別に、不適合には至らないキズ等が６基に確認され、その内訳は、「ブローホール」が１基、「線状

指示模様」が５基となります。

　タンク底部に適用される磁粉探傷試験や浸透探傷試験は、適切な方法で実施しなければ有害な傷を発見できない場

合があります。さらに、傷による指示模様なのか、表面荒さ等による疑似模様なのかを判断する際にも、適切な手順に

よって評価する必要があります。当協会においてもこれまで「屋外タンク実務担当者講習会」などの機会に適切な点検方

法についての解説を行ってきたところです。引き続き当協会の講習等をご活用いただき、適切な点検が実施されることを

望みます。

おわりに
　本補修概要は、現地審査時に得られたデータをもとに作成しています。日頃の現地審査におきましては、所轄の消防機関

及び事業所の方々の多大なご協力に深く感謝し、ここで御礼を申し上げます。これからもより多くの情報をもとに内容を充

実させる所存ですので、引き続きご協力をよろしくお願い申し上げます。

　本稿を屋外貯蔵タンクの補修計画立案や施工・品質管理のための資料としてご活用頂ければ幸いです。

図3-1　審査基数と不適合基数の推移
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